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Generation of a stable squeezed light for continuous-variable quantum interference
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光子の干渉は量子力学の重ね合わせの原理を表した物であり，実験的検証のため多光子での量
子干渉実験が求められている [1]．従来の量子干渉実験ではパラメトリック下方変換によって生成
される光子をアバランシェフォトダイオードで観測していたが，量子効率が低いという問題があっ
た．本研究では，光パラメトリック発振器 (OPO)によってスクイーズド光を生成し，量子効率が
高く光を波動として扱うホモダイン検出器で，連続変数を用いた量子干渉をめざしている．その
ために，スクイーズド光を安定発生させる必要がある．

Fig.1にスクイーズド光発生の実験配置を示す．光源には波長 1064 nm，出力 2 Wのモノリシッ
ク Nd:YAGレーザーを用いた．光源からの出力光を，PBSで第二高調波発生 (SHG)共振器に 1.7

W，モードクリーナー (MC)共振器に 0.3 W分割した．SHG共振器は 1 Wでパワー揺らぎ 1%の
SH光を 4時間以上安定発生できる [2]．MC共振器を透過したビームは 11 MHzでショットノイズ
となり，OPOのシード光と局部発振 (LO)光に用いた．OPO共振器は曲率半径 50 mm の凹面ミ
ラー 2枚を組み合わせたリニア型共振器である．入射ミラーと出射ミラーの反射率は波長 1064 nm

に対してそれぞれ全反射，95.5%で，フィネスは 129である．非線形結晶は 15 mmの PPKTP結晶
を用いた．すべての共振器は動作を安定させるため，アルミニウム BOXに収められている．OPO

で発生したスクイーズド光を LO光とともにホモダイン検出器に入射し，強度雑音を測定した.

Fig.2はスクイージングレベルのポンプ光パワー依存性である．OPO出力光と LO光のビジビリ
ティは 97%，測定周波数は 11 MHzである．ポンプ光パワー 450 mWで 2.3 dBのスクイーズド光
を得た．また，OPOシード光とポンプ光の位相を減衰で 20分連続で制御し，スクイーズド光を連
続発生させている．今後は制御系の改善でスクイーズド光を連続測定し，連続変数を用いた量子
干渉実験を進めていく．

Fig. 1: Experimental Setup.
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Fig. 2: Pump power dependence of squeezing.
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